
令和元年度第２回幕別町総合教育会議 
 

日 時：令和２年１月29日(水)16時～ 

場 所：幕別町教育委員会会議室 

 

１ 開会挨拶 

   

 

２ 協議事項 

 

（１）学校施設の長寿命化計画策定に伴う劣化度調査について 

 

（２）ＧＩＧＡスクール構想について 

 

 

３ その他 

 

 

４ 閉 会 

 

 

 

【配布資料】 

資料１ 学校施設の長寿命化計画策定に伴う劣化度調査について 

資料２ ＧＩＧＡスクール構想の実現 



 劣化度評価とは

評価基準

健全度の算定

　健全度とは、各建物の５つの部位について劣化状況を４段階で評価し、100点満点で数値化した評価指
標である。①部位の評価点と②部位のコスト配分を下表のように定め、③健全度を100点満点で算定す
る。なお、②部位のコスト配分は、文部科学省の「長寿命化改良事業」の校舎の改修比率算定表を参考
に設定している。

　文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成29年３月）」に準じ、屋根・屋上、外
壁は目視状況により、内部仕上げ、電気設備、機械設備は部位の全面的な改修年からの経過年数を基本
にＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価するもの。

学校施設の長寿命化計画策定に伴う劣化度調査について

良好

劣化

目視による評価【屋根・屋上、外壁】

評価 基準

Ａ 概ね良好

Ｂ 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）

Ｃ
広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の
兆し）

Ｄ 早急に対応する必要がある。

良好

劣化

①　部位の評価点

評価点

Ａ 100

Ｂ 75

Ｃ 40

Ｄ 10

②部位のコスト配分

部位 コスト配分

１　屋根・屋上 5.1

２　外壁 17.2

３　内部仕上げ 22.4

４　電気設備 8.0

５　機械設備 7.3

計 60.0

③　健全度

　　　　　　総和（部位の評価点×部位のコスト配分） ÷ 60

※　100点満点にするためにコスト配分の合計値で割っている。
※　健全度は、数値が小さいほど劣化度が進んでいることを示す。

（健全度の計算例　幕別小学校校舎の場合）

評価 評価点 配分

１　屋根・屋上 D → 10 × 5.1 ＝ 51

２　外壁 Ｃ → 40 × 17.2 ＝ 688

３　内部仕上げ Ｃ → 40 × 22.4 ＝ 896

４　電気設備 Ｃ → 40 × 8.0 ＝ 320

５　機械設備 Ｃ → 40 × 7.3 ＝ 292

計 2,247

÷ 60

37健全度

経過年数による評価
【内部仕上げ、電気設備、機械設備】

評価 基準

Ａ 20年未満

Ｂ 20～40年未満

Ｃ 40年以上

Ｄ
経過年数に関わらず著しい
劣化事象がある場合

資料１

 1



幕別小学校 校舎 D C C C C 37

幕別小学校 屋体 A C C C C 45

糠内小学校 校舎 A A A C C 85

糠内小学校 校舎 A B A A A 93

糠内小学校 屋体 A C C C C 45

古舞小学校 校舎 B A C C C 60

古舞小学校 屋体 D B C C C 48

明倫小学校 校舎 D C B B B 59

明倫小学校 屋体 A C C C C 45

途別小学校 校舎 B C B B B 65

途別小学校 屋体 C C B B B 62

白人小学校 校舎 D C C B B 46

白人小学校 校舎 A A B A A 91

白人小学校 屋体 D C B B B 59

札内南小学校 校舎 D C C C C 37

札内南小学校 校舎 A A A A A 100

札内南小学校 屋体 C C C C C 40

札内北小学校 校舎 D C C C C 37

札内北小学校 屋体 A C C B B 54

忠類小学校 校舎 A C B B B 67

忠類小学校 屋体 D B A B D 71

幕別中学校 校舎 D C B B B 59

幕別中学校 屋体 B C B B B 65

糠内中学校 校舎 C C C C C 40

糠内中学校 屋体 A A A A A 100

札内中学校 校舎 A B B A A 84

札内中学校 屋体 A C A C C 68

札内東中学校 校舎 D C C B B 46

札内東中学校 屋体 D C B B B 59

忠類中学校 校舎 A C C C C 45

忠類中学校 屋体 B B A C C 75

施設名
建物
用途

建物基本情報 劣化状況評価

備考
機
械
設
備

健全度
（100点
満点）

電
気
設
備

屋
根
・
屋
上

外
壁

内
部
仕
上

学校施設劣化度評価結果一覧

：築30年以上

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある
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学校施設整備の進め方

　

第１グループ 第２グループ 第３グループ 第４グループ

幕別小学校 糠内中学校 明倫小学校 糠内小学校

札内南小学校 札内東中学校 白人小学校 途別小学校

札内北小学校 忠類中学校 幕別中学校 忠類小学校

古舞小学校 札内中学校

幕別小学校 明倫小学校　 途別小学校　 忠類小学校

糠内小学校 古舞小学校　 白人小学校　 糠内中学校　

札内南小学校 札内北小学校　 幕別中学校　 札内中学校

札内東中学校　 忠類中学校

屋体

○　長寿命化改修の優先順位については、劣化度調査の結果を基本として、改修の効
　率性等を総合的に勘案して決定する。

○　長寿命化改修は、校舎を優先するものとし、屋体については学校運営等を考慮し
　実施する。

○　長寿命化計画が対象とする学校施設を第１グループから第４グループに位置付け
　改修を行うものであるが、社会情勢等により変更する場合がある。

○　長寿命化計画を進めるに当たり、個別の整備内容や手法等については、本町の財
　政状況を十分に考慮して効率化に努め、毎年度の総合計画３カ年実施計画と合わせ
　て協議する。

校舎
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